
第１回吹田市人材マネジメントシステム構築・運用保守業務プロポーザル選定委員会 

 

議事要旨 

日  時 令和６年４月１５日（月）午後１時～午後２時 

場  所 吹田市役所 高層棟５階 人事室会議室 

出席者 ［委員］ 

総務部     人事室長（委員長） 

総務部     人事室参事（副委員長） 

消防本部   総務予防室参事 

学校教育部 教育総務室参事 

水道部     （水）総務室参事 

 

［事務局］ 

総務部 人事室 

 

議題１  吹田市人材マネジメントシステム構築・運用保守業務プロポーザル実施要領につ

いて 

 

事務局より配布資料を用いて「吹田市人材マネジメントシステム構築・運用保守業務プロ

ポーザル実施要領（素案）」及び人材マネジメントシステムの説明を行い、以下の議論の結

果、実施要領が承認された。 

 

No. 意見及び質問 回答及び決定事項 

1 現時点で想定している業者数はどれく

らいか。 

市場には多くの人材マネジメントシス

テムがあるが、以前に RFI（情報提供

依頼）を実施した際に回答があったの

は２者であり、その程度を想定してい

る。 

2 基本的にはパッケージを適用し、人事

評価関係は吹田市の運用に合わせて

カスタマイズする想定か。 

自由にフォームを作成するようなパッ

ケージソフトとなっているため、基本的

にカスタマイズは発生しない。 

3 令和１０年度以降は、単独随意契約と

なるか。 

システム稼働後、５年程度は利用し、

特段支障がなければその後も毎年単

独随意契約する見込みである。 

4 実施要領第９条（５）エの「満点の５割

以上」に関して、他のプロポーザルに選

過去の財務会計システム、文書管理

システム、グループウェアシステムのプ



定委員として参加したときは６割以上

が多かったが、５割以上とした理由はあ

るか。 

ロポーザル選定を参考に５割以上とし

たものである。 

審査評価項目において、すべてC評価

（本市が求める水準を一定満たした

提案である。）とした場合に、５割とな

る。 

5 資格情報等も異動シミュレーションに

反映できるのか。 

本人で登録するか、所属で確認して登

録するかは要検討だが、管理できるよ

うにはしたい。 

6 担当者の作業は増えるのか。 資格情報等の登録を「申請→確認」と

いう流れでするのであれば、作業量が

増える部分もあるが、所属長が一元管

理された人事情報を多角的に捉える

ことで円滑な業務遂行にも資すると考

えている。 

7 会計年度任用職員も管理対象か。 正規職員のみを対象とする。 

８ 実施要領第４条（６）の「本システムの

構築業務の実績」に関して、提案する

システムに限定されるのか。 

本業務に類するパッケージソフトによ

る人材マネジメントシステムの構築業

務の実績を想定しており、提案するシ

ステムには限定されない。誤解を招か

ないよう実施要領の文言を修正する。 

 

 

議題２  提案募集要項、調達仕様書等について 

 

事務局より配布資料を用いて「吹田市人材マネジメントシステム構築・運用保守業務に

係る提案募集要項（案）」及び「吹田市人材マネジメントシステム構築・運用保守業務調達

仕様書（案）」の説明を行った。 

 

 

議題３  評価及び業者決定方法について 

 

事務局より配布資料を用いて「吹田市人材マネジメントシステム構築・運用保守業務 審

査評価項目」の説明を行った。 

 

 



No. 意見及び質問 回答及び決定事項 

１ 審査評価項目の「システム機能要件の

適合性」の審査基準に関して、最高評

価点が満点とならないのではないか。 

評価点の計算方法を修正する。 

２ 審査評価項目の「見積金額」の審査基

準に関して、予定価格との比較により

評価点を決める方が、提案内容をより

重視して最優秀提案事業者を決定で

きるのではないか。 

評価点の計算方法を修正する。 

 

 

 

以上 


